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各種手当について ～ 手当の制度をご存じですか ～ 

 

 被爆者に対する手当として、健康管理手当、保健手当、介護手当等の支給制度があります。 

 また、認定被爆者（厚生労働大臣から原爆症の認定を受けた方）に対しては、医療特別手当、特別手当の支

給制度があります。（15ペ－ジ参照） 

 各手当の申請手続きは、保健所等で行ってください。手当が認定されると、申請をした月の翌月から受給で

きます。 

 

 各種手当の一覧  ☆ 手当の額は変更されることがあります。 

令和５年４月現在 

手当の種類 月額 支給の要件 

１ 医療特別手当 145,420 
厚生労働大臣から原爆症の認定を受けた人で、現在もその病気やけが

が治っていない人 

２ 特別手当 53,700 
厚生労働大臣から原爆症の認定を受けた人で、現在はその病気やけが

が治った人 

３ 原子爆弾小頭症手当 50,050 原子爆弾の放射能が原因で小頭症の状態にある人 

４ 健康管理手当 35,760 
京都府知事から、国が定める 11 障害（11 ページ参照）のいずれか

を伴う疾病にかかっていると認定された人 

５ 

①保健手当（低額） 17,940 

２㎞以内で直接被爆し

た人と、当時その人の

胎児だった人 

下記以外の人 

②保健手当（高額） 35,760 

①身障者手帳1級から3級程度の身体障害、

ケロイドのある人（様式 4-12◆59 ページ

参照）②70 歳以上の身寄りのない単身居宅

生活者 

以上のいずれかに該当する人 

※ １～５のうちいずれか１つを受けられます。 

６ 

①介護手当 

  （費用介護・重度） 

105,800 

以内◇ 

精神上または身体上の

障害のために費用を支

出して身のまわりの世

話をする人を雇った場

合 

重度：身障者手帳 1 級および 2 級の一部程

度（様式 4-17◆63 ページ参照） 

②介護手当 

  （費用介護・中度） 

70,520 

以内◇ 

中度：身障者手帳 2 級の一部および 3 級程

度（様式 4-17◆63 ページ参照） 

③介護手当 

  （家族介護手当） 
22,830 

重度の障害のある人で、費用を出さずに身のまわりの世話を受けてい

る場合（身障者手帳 1 級および 2 級の一部程度（様式 4-17◆63 ペ

ージ参照）） 

※ 6-①～③のうちいずれか１つを受けられます。◇6-①②については月額の範囲内で、その月に支出された費用の額

となります。 

7 葬祭料 212,000 
被爆者が死亡した場合、喪主（葬祭を行った人）に支給 

（※ 支給額は、死亡した日が属する年度の定める葬祭料となります。） 
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